
遺伝の規則性　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（すべて丸形）

子の遺伝子の組み合わせはすべてAa。丸形（A）が顕性形質なので、すべて丸形になります。

よくあるまちがい：顕性形質だけが子に現れる。

問2　答え：ウ（3：1）

Aa×Aa → AA：Aa：aa＝1：2：1。AAとAaは丸形なので、丸形：しわ形＝3：1です。

よくあるまちがい：AA・Aa・Aa・aa の4マスで考える。

問3　答え：1500個

考え方

1. 6000÷4＝1500個

よくあるまちがい：しわ形は全体の1/4。

問4　答え：400個

考え方

1. 丸形のうちAaは2/3

2. 600×2÷3＝400個

よくあるまちがい：丸形の中だけで考えると、AA：Aa＝1：2。

問5　答え：ア（DNA（デオキシリボ核酸））

遺伝子は細胞の核の中の染色体にあり、その本体はDNAという物質です。

よくあるまちがい：遺伝子の本体＝DNA。

問6　答え：イ（分離の法則）

減数分裂のとき、対になっている遺伝子（Aとa）が分かれて、別々の生殖細胞に入ります。これを分離の

法則といいます。

よくあるまちがい：分離の法則は減数分裂のときに起こる。

問7　答え：イ（ならないことがある）

3：1は確率による割合なので、数が少ないとずれることがあります。たくさん調べるほど3：1に近づきま

す。

よくあるまちがい：割合は、数が多いときに近づく。

問8　答え：下の例

しわ形（aa）とかけ合わせて、できた種子がすべて丸形ならAA、丸形としわ形がおよそ1：1でできればAa

と判断できる。

採点のポイント：すべて丸形ならAA／丸形：しわ形がおよそ1：1ならAa

よくあるまちがい：AA×aa と Aa×aa の結果を、それぞれ書く。
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